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平 成 ２ １ 年 ８ 月 １ ７ 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ タービン機器冷却水系は、タービン機器（各種熱交換器，ポンプ，モータ）に脱塩水を供給して冷却

を行うための系統。 

※２ 脱塩水は、不純物等を取り除いた水で、放射能を含んでいません。 

※３ タービン機器冷却水熱交換器は、タービン機器冷却水系の機器を冷却するための冷却水と海水と

の間で伝熱管を介して熱交換を行うことにより冷却水を冷却する装置。 

 

以 上 

３号機 タービン機器冷却水系冷却水補給タンクの水位低下について 
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発生時の状況 

平成２１年８月１７日 

今後の対応 

 ３号機 （定期検査中） 

 ：沸騰水型、定格電気出力１１０万キロワット 

 

今後、準備が整い次第、当該熱交換器の点検・修理を行うこととしま

す。 

お知らせ基準 「表２－４ タンクへの補給水量の有意な増加があったとき」に該当しま

す。 

発生号機 

 

放射能の影響 

 

海水側に流出したと推定される冷却水（脱塩水）は、放射能を含んでお

らず、また放水口に設置している放射線モニタの指示にも変化がないこと

から、外部への放射能の影響はありません。 

３号機において、タービン機器冷却水系（※１）の冷却水（脱塩水（※２））

を補給するタンク（以下、タンク）の水位低下量が通常より多くなっているこ

とを、８月１３日に、運転員が確認しました。 

調査の一環として、タービン機器冷却水熱交換器（※３）（Ａ）（以下、熱

交換器（Ａ））を隔離したところ、タンク水位の低下が緩やかになったことか

ら、本日、午前９時５０分、冷却水が熱交換器（Ａ）内部の伝熱管を通じて

海水側へ流出していたものと推定しました。 

現在、熱交換器（Ａ）を隔離し、熱交換器（Ｂ）を使用しており、冷却水の

海水側への漏えいはありません。 

なお、タンクの水位低下は、その変化量を詳細に確認したところ、８月４

日頃から同様に推移しており、８月１１日の地震による影響で発生したもの

ではないと考えております。 

http://www.chuden.co.jp/torikumi/atom/hamaoka/pdf/info_unten_02.pdf


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

冷却水を補給するタンク 

タービン機器 

冷却水ポンプ 

取水槽より 放水口へ 

海水 

脱塩水（補給） 

：海 水 

：冷却水（脱塩水） 

系
統
へ
の
補
給 

海水 

３号機 タービン機器冷却水系 系統概略図 

冷却水（脱塩水） 冷却水（脱塩水） 

冷却水が伝熱管を通じて海水側に流れ出していたものと推定 

海水 海水 

伝熱管 

水位低下が発生 

通常：ほとんど変化なし 

今回：約２ｍｍ／時低下 

（約４リットル／時に相当） 

：閉じている弁（隔離） 

給復水系ポンプ油冷却器 

タービン機器 

冷却水熱交換器 (A) 

タービン機器 

冷却水熱交換器 (B) 

給復水系ポンプモータ冷却器 

その他各種機器 

：開いている弁 

冷却水（脱塩水）

が海水に混ざっ

て流出 
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